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＜サーキュラーOsaka通信 vol.13＞
令和８年４月24日（金）配信（大阪府資源循環課）
――――――――――――――――――――――――――――――――――

今回の 「サーキュラーOsaka通信」は、以下の内容をお届けします。
【１】（環境省）令和８年度国内資源循環体制構築に向けた再エネ関連製品及びベース素材の全体最適化実証事業の公募について
【２】（環境省）令和８年度プラスチック資源循環に関する先進的社会実装モデル形成支援事業の公募について
【３】（近畿経済産業局）PR冊子「Rethink Design Report 2026～どう伝えるか、サーキュラーエコノミー～」の公表について
【４】関西・攻めの脱炭素経営で未来を拓くGXセミナーの開催について（５/28開催）
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
<公募情報>
【１】（環境省）令和８年度国内資源循環体制構築に向けた再エネ関連製品及びベース素材の全体最適化実証事業の公募について
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　太陽光パネル・車載用バッテリー等の再エネ関連製品及び電子基板に含まれる鉄・非鉄金属・レアメタル、ガラス等のベース素材を対象とした省CO2型のリサイクル技術向上と、デジタルを用いたトレーサビリティ確保によるリサイクル原料の品質向上を図り、未利用資源の活用体制構築を促進する実証事業（委託事業）を公募しています！

[bookmark: _Hlk227586201]〈実施対象事業〉
脱炭素型金属リサイクルの推進に対し、ボトルネックに相当するような具体的課題を設定し、その解決に向けた実証的な取組であること。

〈公募対象者〉
民間企業、独立行政法人、一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人、公益財団法人、大学など
（複数の事業者による共同提案も可能です）

〈応募受付期間〉
令和８年３月27日(金)～令和８年５月８日(金)

◇詳しくはこちら
https://www.env.go.jp/press/press_03562.html

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
<公募情報>
【２】（環境省）令和８年度プラスチック資源循環に関する先進的社会実装モデル形成支援事業の公募について
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　ワンウェイプラスチックの排出抑制や環境配慮設計、使用済みプラスチックのリサイクルやバイオマスプラスチックの導入拡大を図るため、事業者や地方公共団体等によるプラスチックの資源循環に関する先進的社会実装モデル形成支援事業を公募しています！

〈対象事業〉
プラスチック資源循環の社会実装に至る前の段階にあり、仕組みや技術が一定程度確立された、プラスチック資源循環に資する取組に関する実証等（モデル事業）

〈公募対象者〉
企業、地方公共団体、NPO、団体、個人など。同一団体による複数の応募、及び、複数団体による共同での応募も妨げません。

〈応募受付期間〉
令和８年４月14日（火）～令和８年５月18日（月）

◇詳しくはこちら
https://www.env.go.jp/press/press_03961.html

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

[bookmark: _Hlk227766164]【３】（近畿経済産業局）PR冊子「Rethink Design Report 2026～どう伝えるか、サーキュラーエコノミー～」の公表について
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
近畿経済産業局は、サーキュラーエコノミー（CE）へのビジネス移行を支える考え方として、CE実践者のコミュニティ形成を通じて新たなCE関連ビジネス創出を目指すRethink Design プロジェクトを推進しています。このたび、サステナブルな消費を促す事業者の実践例をとりまとめたPR冊子が公表されました！
また、関西各地での実践事例の「可視化」の一環として、新たに「Rethink Design」に通ずる取組を事業者の皆様から随時募集しています！

◇PR冊子の詳細はこちら
https://www.kansai.meti.go.jp/3-6kankyo/RethinkDesign/promoter/promoter.html

◇実践事例の応募の詳細はこちら
https://www.kansai.meti.go.jp/3-6kankyo/RethinkDesign/RDboshu.html

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
<セミナー情報>
【４】関西・攻めの脱炭素経営で未来を拓くGXセミナーの開催について（５/28開催）
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
本セミナーでは、GX政策の最新動向、先進企業の事例、中小企業が今すぐ取り組めるCO2排出量の可視化・SBT取得の実践ステップ、そして企業価値を左右するサーキュラーエコノミーの重要性を、経営者視点で分かりやすく解説していただきます！

　○日時：令和８年5月28日（木） 14:00～16:30
　○場所：ATCグリーンエコプラザセミナー室
　　　　（大阪府大阪市住之江区南港北２-１-10 ATC ITM棟 11F）　
　○定員：会場50名 オンライン100名（要申込）
　○主催：おおさかATCグリーンエコプラザ実行委員会　
　○共催：OSAKAゼロカーボン・スマートシティ・ファウンデーション（OZCaF）
　○内容：１．経営力向上につながる中小企業のＧＸ推進
　          （近畿経済産業局カーボンニュートラル推進室）
　　　　　2．SBT取得をして脱炭素経営への取組事例　　　　　　　　　　
　　　      現場起点(DX)による脱炭素ソリューション(GX)　
             ～ソリューション提案のケーススタディ～　（株式会社マコト電気）
　　　　　3．SBT認証取得やCO2可視化の重要性　（OZCaF）　　　　　　　
　　　　　4.  サーキュラーデザインプロジェクトについて （OZCaF）　　　
　　　　　5．全体質疑・名刺交換会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　6．おおさかATCグリーンエコプラザ展示場見学会　　　　　　　   　
　◇お問合せ
　　おおさかATCグリーンエコプラザ　TEL：06-6615-5888

◇詳しくはこちら
https://www.ecoplaza.gr.jp/seminar_post/s20260528/

[bookmark: _Hlk212210783]＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
※本メールの配信先の変更・配信の停止をご希望の場合は、お手数をおかけしますが、
大阪府行政オンラインシステムにて手続きをお願いいたします。
※個人情報の取り扱いについては、個人情報の保護に関する法律及び大阪府個人情報保護条例を順守するとともに、個人情報が漏洩や滅失することのないよう適切に取り扱います。

【行政オンラインシステム】
https://lgpos.task-asp.net/cu/270008/ea/residents/procedures/apply/ae8e4cba-b4f6-4172-a837-9f96fb84540b/start

【お問合せ】
大阪府環境農林水産部循環型社会推進室資源循環課3R推進グループ
TEL：06-6210-9567
E-mail：circular-osaka@gbox.pref.osaka.lg.jp

